
換鉾ノ'レム wt.%

正 長 石 7･79 SiO2 43.41

2.580T曹 長 石 12.58

怒 石 1278 Al20,･i15.52

次 長 石 19･18 Fee03 8.99

遼 輝 石 21･63 FeO 8.15

轍 拭 石 12.04 MgO 6.78

磁 位 政 5･08 cao 10.77

チ ダy錨餓 4.86 Na30 4.28

燐 次 市 3.02 K巳0 1.30

常 蛾 銑 0.06 H20 0.46

水 0.46 P205 129

MtlO 1.38

0.03

Tr

山

で

<;

S

｡I

W

Ba｡

100.20

99.94

loss0forS0.01

99.93

Class III.

Ordel･ 5.

Ratlg 3.

Subrar唱 4.

引
別

本
岩
の
化
撃
性
質
に
於

で
､
珪
酸

の
畳
乏
し
き
に
伴
ら
す
ア
ル
カ
リ
の
畳
特
に
多
き
は
注
意
を
意
-
瓢
で
あ
っ
て
､

チ
タ
ニ
ウ
ム
の
畳
に
富
め
る
こ
ど
も
そ
の
特
性
の

1
つ
で
あ
る
｡

本
岩
は
そ
の
性
質
が
特
異
な
も
の
で
本
邦
の
玄
武
岩
親
だ
趣
を
典
に
し
ホ
γ
ム
メ
(A
h
o
l
m
es)が
研
究
し
た
ジ
ャ

ン
÷

イ
ア
ン
(Jan
M
a
yen)の
梗
概
石
玄
武
岩
だ
粗
似
す
る
も
の
で
あ
る
が
何
れ
改
め
て
細
叙
す
る
積

も
で
あ
る
｡

漏

漁

の

地

理

撃

界

(吾

伯
林
大
塾
､
つ
づ
き

歴
史
地
班
の
研
究
は
歯
大
撃
許
で
な
-
.
猫
泡
で
は

鴻
池
の
地
規
模
鼎

寺

田

貞

次

小
牧
に
梶
は
な
い
､
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
尊
の
如
き
､
立
派

な
歴
史
地
理
の
研
究
室
迄
備
え
て
屠
り
な
が
ら
.
金
-

二

一
hJ

五
三



地

球

節
十

叫
怨

第
三
雄

三

火

五
四

等
閑
に
付
せ
ら
れ
て
居
る
の
を
胤

へ
ぼ
'
例

へ
聴
講
の

畢
生
は
少
-
､
撃
杵
ビ
し
て
は
疎
は
な
い
に
せ
よ
､
二

名
の
数
授
迄
も
お
い
て
研
究
に
従
事
し
て
屠
る
瓢
は
た

の
も
し
-
戚
せ
ら
れ
た
｡

伯
林
大
坪
に
放
け
る
地
班
は
､
最
初
は
此
の
研
究
室

の
み
で
あ
っ
た
の
で
せ
-
が
p
夫
の
新
科
撃
的
地
相
並

に
猟
泡
に
於
け
る
地
形
撃
の
放
散
者
～J
栴
せ
ら
る
～
リ

ヒ
ト
ホ
ー
プ
エ
ソ
F
ard
in
an
d
v
o
n
R
ich
th
o
fen
が
､
ボ

ー
ン
エ
フ
イ
プ
チ
ヒ
大
挙
か
ら
樽

じ
て
.
一
八
八
六
年
督

大
撃

に
凍
ら
れ
て
以
凍
'
其
の
努
力
で
本
館
の
傍
に
海

洋
撃
博
物
館
M
eeresk
u
nd
e
M
u
seu
m
が
出
凍
､
其
の

楼
上
が
地
班
の
イ

ン
ス

チ
チ
ユ
ー
ト
に
充
て
ら
れ
る
こ

E
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
､

現
今
の
地
坪
撃
教
室
は

即
ち
是
で
p
前
述
の
歴
史
地
班
だ
は
金
然
槻
係
な
-
､

燭
立
し
た
地
理
撃
部
だ
し
て
設
置
さ
れ
.
リ
ヒ
ト
ホ
I

へ
ン
の
毅
後
は
ペ
ン
ク
教
授

A
lbleCh
t
Penck
が

一
九

〇
六
年
以
衣
ウ
イ
ン
大
撃
か
ら
入
-
て

'
其
の
後
を
渡

ぎ
p
新
科
撃
的
地
理
の
研
究
に
総
革
せ
ら
れ
､
現
今
に

至
っ
た
も
の
で
あ
-
rlr6し
た
が
.
教
授
は
本
年
を
(
読
)

M抄
で
七
十
歳
の
潜
齢
に
蓮
せ
ら
る
の
で
､
職
を
辞
さ
れ

ノ

ル
ベ
ル
ト

｡
ク
レ
ブ
ス
数
授
が
フ
ラ
イ
ブ

ル
グ大
草

か

ら
入
-
て
畢
生
を
指
導
さ
る
～
革
に
な
っ

た
の
で
あ

-
ま
す
JJ

然
し
ペ
ソ

ク
数
操
は
所
謂
若
者
を
凌
ぐ
の
元
気
さ
に

て
､
此
の
春
迄
熱
心
畢
生
の
指
導
に
従
事
せ
ら
れ
､
其

の
後
は
新
大
陸
に
て
講
義
を
せ
ら
れ
去
月
伯
林
で
催
さ

れ
た
ペ
ン
ク
致
夜
に
封
す
る
況
賀
骨
に
は
蹄
固
出
席
さ

れ
た
こ
kJ
ゝ
存
じ
て
居
ま
す
｡

例
に
よ
り
研
究
室
を
観
察
し
ま
す
に
､
前
述
の
通

わ

イ
ン
ス
チ
チ
ユ
ー
ト
は
海
洋
博
物
館
の
楼
上
で
'
三
糖

が

完
甘
之
に
充

て
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
-
ま
す
'
立
派

で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
け
れ
ざ
も
宴
は
大
小
各
は
せ
て
約
二

十
を
数

へ
､
数
室
を
初
め
教
授
室
･
種
本
箕
･
閲
歴
富
･

植
民
地
5
.研
究
室
･地
固
賞
･梨
園
窒
等
に
充
て
ら
れ
て

居
る
｡

挿
園
(第
十

.E
巷
第
二
漉
第
二
十
三
園
参
照
)

(
1

)

よ

-
(
10
)
迄
は
事
務
室
並
に
致
夜
宴

(
ll
)
}J

(
12

)
ど

は
固
脊
室
｡(
13
)
乃
至

(
15
)
は
地
固
閲
係
室
｡(
16
)
及

(
17
)
は
標
本
室
･(
18
)
は
植
民
地
排
研
究
室
｡(
19
)
は

駕
仙界
室
･(
20
)
は
講
義
室
で
あ
る
｡
'B
に
各
室
に
付
で



御
紹
介
申
せ
ば
｡

(
-
)
は
督
研
究
室
の
主
任
数
授
室
で
'
自
分
の
居
た

時
は

ペ
ン
ク
致
按
の
宴
だ
な

っ
て
居
ま
し
た
p
敦
按
は

入
口
の
左
手
に
机
を
僚
き
､
東
側
に
鷹
接
用
卓
子
を
据

ゑ
.
装
飾
k
,し
て
は
差
し
た
る
も
の
も
な
か
っ
た
が
.

壁
に
は
罵
典
L･B
で
二
三
掲
げ
ら
れ
'
ソ
フ
ァ
ー
の

一
つ

位
､
置
か
れ
て
居
る
に
過
ぎ
ず
.
ヂ

レ
ク
ク
ー
室
だ
し

て
は
革
質
粗
の
戚
に
打
た
れ
た
.

(
2
)
は
海
洋
博
物
館
主
任
室

メ
ル
ツ
致
授
致
A
tfred

M

er
z
の
宴
で
あ
っ
た
､
教
授
は

1
八
八
〇
年
度
､
ク

イ

ン
に
て
地
理

｡
自
然
科
学
並
に
史
撃
を
撃
び
p
重
に

海
洋
聾
の
研
究
に
従
事
し
.

一
九
〇
四
年
よ
り
八
年
に

亘
り
ア
ド
リ
ア
海
を
'

1
九

1
0
年
及
び

に
は
北
海
を
'

一
九

1
二
年
に
は
オ
ス
ト

九
〇
八
年
よ
-

1
三
年
に
亘
も
ア
)V
ブ
.ス
諸 ゼ ー
湖 l九
む を 二
ヽ -ヽ_

一 一 年

九

二

年
に
は
太
西
洋
を
.

一
九

一
七
年
に
は
ボ
ス
ポ

ー
ラ
ス
並
に
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
を
研
究
し
.
最
初
ラ
イ
fh

チ
ヒ
大
草
で
P
artsc
h
教
授
の
助
手
を
勤
め
も後
ウ
イ
ン

に
移
-
p

l
九

1
0
年
来
伯
林
大
勢
に
凍
ら
れ
海
洋
畢

研
究

箕
の
主
任
ビ
し
て
'
海
洋
嬰
を
轄
曹
さ
れ
て
居
り
'

掬
泡
の
地
理
学
界

丁
度
自
分
の
伯
林
に
在
撃
中
､
研
究
室
の
諸
氏
だ
典
に

M
eter
鶴
に
乗
じ
､
大
西
洋
探
検

D
eu
tsch
en
A
tlan
･

tisc
hen

E
x
pe
d
itio
n

の
漁
に
つ
か

れ
た
の

であ
･C,ま

し
た
が
'
探
検
開

始
間
も
な
-
､
病
魔
の
犯
す
凝
ど
な
り

一
九
二
五
年
八
月
十
六
日
よ

-
十
七
日
に
渡
る
夜
に
べ

ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
毅
せ
ら
れ

た
p
事
年
四
十
有
五
遺
憾

な
次
第
で
あ
･n
ま
す
､
同
年
十

一
月
七
日
に
は
伯
林
で

御
葬
儀
が
行
は
れ
伯
林
地
聾
協
骨
で
は
追
悼
祭
を
単
行

し
た
.
常
時

ペ
ン
ク
教
授
の
話
さ
れ
た
メ
ル
ツ
教
授
の

侍
は
載
せ
て
伯
林
地
畢
協
骨
難
詰
第
七
億
に
あ
ら
ま
す

此
の
主
任
富
に
は
現
今
メ
ラ
ー
女
史
L
.
tte
M
6iier

が
居
ら
れ
.
其
の
後
を
受
け
て
事
藤
な
ど
つ
て
居
る
､

女
史
は
メ
γ
ヅ
致
授
の
高
弟
で
､
最
近
に
は

M
eth
od
isc
heS
Z
u
d
en
ve
rtikals
c

hnit
ten

L
酢
n
g
S

3
5
.d
o
s
.u
n
d

3
0
9W

im
S
t
ta
n
t
is
c
h

en
(
1
9
2
6
)

を
著

し

､
先
達
の

伯

林

地

畢

協
骨
官

年

配

寛

骨

の

特
別

出
版
物

(S
o
nd
erb
an
d
d
er
zeitsch
rift
d
er
ge
sellsch
･

aft

fGT
E
rdkund
e
zu
B
ertin

H
u
nd
eltjahrfeier

l∞
28
-

1
9
2
8
)
に
は
H
y
d
rograqh
isch
e
A
rb
eiten
am

s
ak
ro
w

ef
S
e
e
tjei
P
o
rsda
m
を
公

に
し
て
居
る
｡
欧
栄

三

七

五
五



地

球

鰐
十

叫
容

で
は
婦
人
に
し
て
こ
う
云
ふ
特
殊
な
研
究
家
も
あ
る
も

の
で
'
女
史
の
如
き
も
男
子
に
劣
ら
ず
､
リ

ュ
ッ
ク
サ

ク
安
で
貸
地
の
調
査
を
厭
は
す
､
却

々
熱

心
な
も
Q
iで

あ
る
｡

一
昨
年
頃
か
ら
海
洋
撃
を
拾
普
す
る
蔵
に
な

っ

て
居
る
0

(3
)
は
異
本
蛍

で
事
務
員

一
名
之
に
従
事
し
.
乗
ね

て
研
究
室
蘭
端
の
世
話
を
や
い
て
居
る
､
自
分
の
居
た

時
は
シ
ュ
ー

マ
ン
笠

石
ふ
男
が
居
た
｡
却
々
親
切
な
人

で
.
自
分
が
此
研
究
室
に
初
め
て
訪
問
し
た
骨
初
か
ら

在
撃
中
歯
串
面
倒
を
見
て
-
れ
た
｡

(
4
)は
教
授
室
で
.
自
分
の
頃
に
は

'1
ン
ス
÷

イ
ヤ

ー
H
a
ns
A
oF
.
M
ey
er
笠

石
ふ
少
壮
博
士
が
居
た
､
地

閲
撃
の
専
門
だ
見
え
.
其
の
教
授
は
却

々
巧
で
あ
う
た

が
p

一
昨
々
年
の
富
家
狗
過
の
南
大
西
洋
探
検
に
加

っ

て
南
米
に
出
張
さ
れ
､
消
息
は
伯
林
地
撃
協
愈
灘
誌
に

教
表
さ
れ
て
居
-
p
又

D
ie
O
berfLEc
hen
strL:m
u
ngen
d
es
A
tlantischen

O
zean
s
im

F
eb
ru
ar
O
923)

等
の
著
が
あ
る

.
地
園
撃
は

ル
イ
ス
博
士
が
代
で
講
せ

ら
れ
て
居
た
0

範

三
班

三

八

五
六

(5
)
は
同
数
控
室
で
p

日
下

A
lfled
R
tihl教
授
の

富

に
な

っ

て
居
る
､
教
授
は
ケ
-
ニ
ク
ス
ペ
ル
ヒ
の

人
.

1
八
八
二
年
(墨
忙
)生
p
ラ
イ

プ
チ
5)
並
に
伯
林
に

尊
び
.
地
理
尊
を
審
攻
し
.

1
九

〇
六
年
に
は

ル
ー
マ

ニ
ア
に

山
九
〇
七
年
よ
rJa
八
年
に

亘
-
て
酉
班

牙
に
'

1
九

｣
〇
年

に
は
伊
太
利
に

7
九

二

1年
に
は
北
米
令

衆
園
を
踏
査
L
t

B
eitrge
Zu
rK
enn
tnis
der
m
orp
h
olog
isch
e_

W
irksam
heit
d
er
M
eeresstriim
u
n
gen
()
906).

Geo

m
orphotog
ie,stu
dien
B
us
Catal
onien
(1909).

DieN
ord
.u
rid
O
stseeh
跳
fen
im
d
e
n
t
A
tulSSen
han
d
el

(192)).

D

i
e

W
irtscha幹
sp
sych
ol,
d
es
S
p
an
iers
(1921).

等
を
著
は
L
P
又
北
米
の
地
形
尊
者
デ
ー

ビ

ス
教
授

W
irliam

M
o
rris
D
avi
S

の
地
形
聾
を
狗
静
L
p

D
ie
E
rkiS
r
erLde
B
eschreibung
d
er

L
ln
d
fom
en
(L
eip

zig
u
B
erlin
.

)9
12)
.

竺

試
ふ
名
で
凝
表

し

て
居
る
.
マ

ー

ル
ブ

ル
グ
か
ら
輯

じ
て
現
今
常
大
整
数
授
ど
な

-
｡

重
に
鮭

鱗
地
坪
方
面

を
捧
曹
し
て
居
る
.
蝕
し
父

親
が
文
学
者
で
あ
っ
た
踊

係
上
.
文
革
趣
塊
を
-
有
せ
ら
れ
る
､
極
-
汲
厚
な
晶



の
よ
い
風
釆
で
.

エ
デ
ン
で
フ
大
撃
か
ら
伯
林
大
撃
-

幡
撃
の
際
チ
ズ
ム
致
接
の
粛
介
を
受
け
へ
初
め
て
御
眼

に
か

ゝ
つ
た
の
が
p
此
の
数
接
で
あ
-
､
自
分
に
ど
つ

て
は
印
象
の
探
い
数
按
で
あ
る
｡

(6
)
も
数
授
賞
で
.
イ

ユ
ー
ガ
-
致
授

Fri
t

z
Jaeger

が
占
め
て
居
る
､
数
授
は
オ
フ

エ
ソ
バ
ッ
ハ

の
人
'

一

八
八

7
年

(㍍
)
鍾
.

ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ヒ

･
チ

ュ
ー
エ

ツ

ヒ
及
伯
林
に
尊
び
､
数
撃
並
に
地

班
を
研
究
し

.
1九

〇
四
年
及
び

一
九

〇
六
年
七
年
に
は
掬
領
兼
阿
弗
利
加

を
p

一
九

.I
四
年
よ
も

l
九
年
に
互
-
て
は
､
西
南
阿

弗
利
加
を
踏
査
し
､
敢
近
で
は

一
昨
々
年
完

)は
メ
キ
･b

コ
を
踏
査
さ
れ
た
p
其
の
結
果
は

t
fb
er
O
b
er
f
l
Eic

heng
e
s
ta
lt
許
g

i
m

O
d
en
w
a
td

()904)

D
as
H
o
ch
tan
d

der
R
ie
s
e
n
k
r
a
t
e
r
u
rLd
d
e
r
u
m

tieg

H
o
ch
l賢
de
r
v
o
n

D

ts
c
h
b

.A
fr
ik
a

(
E
r
g
h
A

u
.
8
･

M

itt.D
e
u
ts
c
h
.
S
=h
g
t
2=･
g
eb
･)

B

ei-rage
Nu
r
L
and
esk
u
nd
e

v
on
S
W

-
A
ffi
k
a･

な
で
ゝ
ど
し

て
磯
表
さ
れ
て
居
る
'

髭
の
挽
い
猿
蘭
の

風
釆
で
は
あ
る
が
極
-
素
朴
な
方
で
.
且
極
-
元
気
な

方
で
あ
る
､
阿
弗
利
加
の
研
究
家
で
あ
る
薦
め
'
植
民

消
泡
の
地
規
輿
鼎

地
理
を
借
入宵
L
で
居
ら
れ
る
0

(
7
)並
に
(
8
)
は
何
れ
も
事
務
室
で
.
バ
ツ
シ
ソ
教

授

O
tto
B
asc
h
in
が
女
事
務
員

l
名
を
指
揮
し
て
整
即

に
従
事

し
て居
る
｡
教
授
は
伯
林
の
人
p

一
八
六
五
年

(朋
)鐘
伯
林
大
撃
に
於
で
地
理
を
尊
び
p
一
八
九

一
年
に

は
硯

ミ
ュ
ン

ヘ
ン
大
撃
教
授
の
プ
ラ
イ
ガ
ル
ス
キ
ー
氏

ビ
北
ハに
.
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
を
踏
査
し
､

｢
八
九

一
年

よ
り
二
年
に
瓦
-
て
p
ラ
ブ
ラ
ン
ド
に
荘
び
.
極
光
を

研

究
さ
れ
た
p

著
審
PiJ
L
で
は

B
elgien
()
9
15
)
を
初

め
.
･B
ib
tioth
e
ca
G
e
ogra
ph
ic
a
な
T/Jが
あ
る
'

山

九

〇
〇
年
か

ら

常

イ
ン

ス
チ
チ

ユ
ー
ト
に
於
で
.
地
撃

演

習
を
措
督
せ
ら
れ
て
居
る
P
教
授
は
童
に
気
象
学
方

面
の
研
究
家
で
'
現
今
も
鴨
習
ビ
し
て
p
比
の
方
面
を

講
述
し
て
居
ら
れ
る
､
頭
の
て
か
て
か
の
､
極
-
快
活

な
懇
切
な
方
で
督
研
究
室
で
は
殆
ぎ
休
日
の
差
別
な
-

終
日
事
務
に
敬
輩
し
て
居
ら
れ
'
他
の
教
授
は
居
な
-

て
も
.

バ
ツ
シ
ソ
数
按
の
居
ら
れ
な

い
轟
は
な

い
竺

芯

ふ
程
で
.
自

分
も
大
に
御
世
話
に
な

っ
た
O

(9

)
も
事
務
室
で
発
て
.
幻
燈
用

フ
イ
ル

ム
の
貯
蔵

室
に

な

っ
て
居
る
'

山
方
の
壁
は

フ
イ
ル
ム
箱
を
な
し

ニ
T
e
.

五
七



地

球

節
十

丁
聴

解
三
雄

三
〇

五

八

小
さ
-
隈
劃

し
分
赦
し
て
p
フ
イ
ル

ム
を
莱
集
し
て
居

る
､
歯
数
宴
で
は
講
童
の
際
幻
燈
を
利
用
す
る
事
多
-

殊
に
ペ
ン
ク
教
授
は
此
の
利
用
が
賓
に
巧
で
あ
る
､
従

で
フ
イ
ル
ム
の
蒐
基
も
却
々
骨
を
折
っ
て
居
る
.
捉
凍

経
歴
し
た

地
即
研
究
亀
中
之
れ
だ
け
の
蒐
集
を
も
っ
て

居
る
虞
は
他
に
頬
を
見
な
い
｡

プラ
ン
ト
博
士
B
ra
nd
t

が
此
の
宴
に
居
た
､
博
士
は
史
の
低
い
所
の
大

き
な
眼

の
ぐ
-
-
1
し
た

7
見
怪
異
な
凪
釆
で
は
あ
る
が
.
揺

し
て
見
る
ビ
却
々
に
感
切
で
あ
る
｡
ペ
ン
ク
教
授
の
演

習
を
櫓
薗
せ
ら
れ
.
重
に
地
質
岩
石
の
方
を
説
明
し
て

居
ら
れ
p
云
は
ゞ
ベ
ン
ク
教
授
の
助
手
の
様
子
で
あ
っ

た
｡
南
光
の
研
究
家
で
.
･氷
-
彼
地
に
滞
在
し
て
居
ら

れ
た
様
で
あ
-
.
之
に
閲
す
る
大
著
も
あ
る
｡
骨
太
撃

で
も
博
士
は
地
中
海
地
方
や
p
南
米
の
地
理
を
講
じ
て

居
た
'
研
究
室
の
撃
生
の
み
な
ら
ず
.
吾
々
外
筒
人
に

取
っ
て
も
懇
切
に
指
導
し
下
し
た
が

一
昨
年
の
春
､
ブ

ラ
-
グ
大
軍
に
粂
晒
さ
れ
た
｡

今
は
極
-
少
壮
な
ル
イ
ス
博
士

H
erb
ert
L
au
is
が

之
に
代
っ
て
事
蕗
を
～J
h
,'
地
園
撃
並
に
賓
地
指
導
に

従
軍
L
t･'居
る
､
氏
は
伯
林
の
人
､
曹
大
奥
Tに
撃
び
､
地

形
の
研
究
家
で
､
常
に
畢
生
を
引
卒
､
附
近
に

エ
キ
ス

カ
ー
シ
ヨ
ン
な
行
は
れ
る
が
.
賓
に
熱
心
な
る
指
導
坂

に
は
少
t･L
か
ら
す
威
服
.
氏
の
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ヨ
ン
に

は
出
凍
る
だ
け
出
席
し
た
｡
ア
ル
プ
ス
の
エ
キ
ス
カ
ー

シ
ヨ
ン
の
時
の
如
き
も
､
多
大
の
御
世
話
に
預
っ
た
｡

.'t
ル

カ
ン
方
面
の
研
究
に
従
事
､
休
み
毎
に
出
か
け
ら

れ
た

が
､
最
近
事
物
だ
な
っ
て
あ
ら
ほ
れ
た
｡

H
erb
er
t
L
ou
is,
A
lban
ian.
(E
in
e
L
and
eskund
e

v
o
m
ehm
l
i

ch
a
tlf
G
ru
nd
e
…g
n
e
r
R
eis
e

n
))
9
2
7
.

が
是

で

あ

る

｡
(
此

藩

に

付

て

は

地

理

撃

評

論
第
四

食
第

七
淡
に
於
て
辻
村
太
郎
氏
が
解
介
下
し
て
居
る
)0

(
10
)
は
E
rn
st
K
o
h
lsch
dtter
致
授
の
宣
､
教
授
は
ポ

ッ
ツ
ダ
ム
の
天
文
轟
の
主
任
で
昏
大
学
数
夜
を
兼
ね
て

居
る
方
で
p
数
理
地
球
並
に
天
文
方
面
を
講
じ
で
居
る
.

(
1
)
ど
(
12
)
}J
は
固
番
室
で
.
幅
三
間
長
さ
拾
数
間

の
廊
下
を
利
用
し
た
も
の
で
.
兼
酉
に
別
れ
て
居
る
.

兼
の
同
番
室
.
酉
の
図
番
宝
だ
呼
で
居
る
､
中
庭
に
而

し
て
窓
を
備

へ
､
閲
歴
用
机
を
置
き
､
後
の
壁
に
接
し

て

一
輝
番
棚
を
肺

へ
て
居
-
､
段
を
設
け
て
上
下
二
段

に
別
け
ら
れ
て
居
る
0
図
番
は
西
の
閲
番
室
の
北
山堀
よ



h
分
赦
し
て
順
次
に
並

べ
ら
れ
､
地
理
の
線
輪
よ
り
ー

政
治
地
軸
｡鮭
韓
地
･5
.だ
各
部
に
別
も
~之
に
つ
ゞ
い
て

雑
誌
部
に
-
つ
JD
.
階
上
に
は
狗
逸
地
方
誌
に
関
す
る

蕃
醇
を
蒐
集
し

て
屠
る
｡
兼
の
同
番
舘
は
､
世
界
各
国

の
地
坪
番
を
問
別
に
し
て
並
べ
､
北
の
端
の
最
初
に
は

カ
ー
ル
リ
ッ
タ
ー
の
著

V
ergl
eich
en

d
e
E
rd
k
u
n
d
e

約

廿
強
ま
も
初

め
､
各
図
別
に
並

べ
ら
れ
て
居
る
｡
日

本
の
部
隻
JJ
も
P
此
内
に
在
る
'
此
の
固
春
夏
は
従
凍
経

歴
し
た
地
学
研
究
室
の
同
番
室
に
比

べ
ま
す
だ
､
最
完

備
し
た
も
の
で
'
其
の
同
番
の
如
き
'
各
部
に
付
て
其

沿
革
的
に
蒐
集
年
代
順
に
並

べ
ら
れ
て
居
る
､
例

へ
ば

地
形
撃
の
部
で
申
し
ま
す
な
ら
ば
､
地
形
尊
敬
達
の
沿

革
的
に
先
づ
最
初
に
ゲ
ー
テ
の
モ
ル
フ
ォ

ワ
ギ
ー
よ
h

次
は
何
笠
石
ふ
風
L1こ
最
近
の
著
に
至
る
迄

順
次

に
並
ん
.

で
居
る
P
之
れ
は
他
の
研
究
室
に
は
見
る
串
の
出
水
な

い
鮎
で
か
う
な
っ
て
居
れ
ば
軍
に
地
形
夫
自
身
の
研
究

の
み
な
ら

ず
､
之
を
歴
敵
的
に
も
研
究
す
る
軍
が
出
凍

非
常
に
便
利
で
あ
･Jn
ま
す
'
流
石
は
大
撃
の
研
究
室
だ

威
服
し
ま
し
た
｡
此
の
間
藤
は
大
部
分
は
督
研
究
室
の

前
の
主
任
で
あ
っ
た
-
ヒ
ト
ホ
I

へ
ソ
教
授
の
龍
巻
が

基
礎
を
な
し
て
居
る

も
の
で
'
各
冊
毎
に
同
教
授
自
筆

の
署
名
が
見
ら
れ
'
之
を
利
用
す
る
者
を
し
て
自
ら
襟

を
た
ゞ
さ
し
む
.
此
間
番
室
で
面
白
-
Ej
っ
た
の
は
'

兼
闘
沓
館
の
或
る
沓
中
に
於
て
池
魚
に
も
我
が
故
青
木

周
減
氏
の
名
刺
を
番
見
し
た
事
で
あ
っ
た
'
如
何
L.4
る

理
由
で
此
番
中
に
磯
っ
た
も
の
か
.
或
は
リ
ヒ
ト
ホ
I

へ
ソ
ビ
知
合
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
｡

(
13
)(
14
)
(
15
)
は
地
間
に
摘
せ
る
室
で
'
(
18
)
は
地

圃
保
存
室
で
あ
る
'
数
個
の
地
固
箱
を
準
備
し
､
世
界
各

閲
の
地
陶
を
蒐
集
し
て
屠
る
､
故
Z
a
pp
ritz
数
按
の
蒐

警

笛

基
礎
だ
し
た
鴇
の
だ

ビ伯
林
大撃

の
記
念
峠
に

紀
親
し
で
あ
っ
た
'
(
S
)

は
梨園
宴
で
､
教
養
の
製
間

違
を
億

へ
､
畢
生
の
梨
園
に
透
せ
し
め
で
居
る
､
(
15
)

は

山
麓
の
賓
戯
宴
で
､
地
理
尊
よ
-
も
畢
海
洋
撃
の
方

で
使
用
す
る
方
が
多
い
蟻
に
見
受
け
た
.(

以
下
次
故
)

弼
泡
の
地
理
嘩
鼎

萱
一

五
九


